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11/28県労連幹事団「退職手当」交渉を実施
「給与の総合的見直し」に対応した調整額の引上げを当局が提案！
退職金の現行水準が維持できる調整額の設定、経過措置、再任用の勤務条件の改善を求める

県労連は11月28日、「給与制度の総合的見直し」に伴う退職手当の調整額の改定について幹事団交渉を行いました。

今期県労連確定交渉の中で、「給与制度の総合的見直し」を来年4月から実施することについては、4年間の経過措置（現給保障）を設けさせることで大綱妥結しました。
「給与制度の総合的見直し」に伴い減額となる退職手当への措置については、「国の動向を踏まえて対応したい」との当局提案を受け、従前も退職手当制度については国の制度を基本に交渉してきたことから、継続協議を確認していました。

「国家公務員退職手当法」が成立し、総務省から同法の趣旨に従い条例の改正を行うよう通知が発出されました。当局から改めて条例改正を行いたいと提案があり、県労連として交渉を持ったものです。
当局提案の概要

１．調整額の改定

退職した職員の退職前の職責（5年分）に応じて加算することとされている「調整額」を、国に準じて次のとおり改定する。現行の調整額を1.3倍にすることで退職手当の引上げを図る。

	県の区分
	現行(月額)
	改正後(月額)

	第1号 行(1)10級
	54,150円
	70,400円

	第2号 行(1)9級
	50,000円
	65,000円

	第3号 行(1)8級
	45,850円
	59,550円

	第4号 行(1)7級
	41,700円
	54,150円

	第5号 行(1)6級
	33,350円
	43,350円

	第6号 行(1)5級
	25,000円
	32,500円

	第7号 行(1)4級
	20,850円
	27,100円

	第8号 行(1)3級
	16,700円
	21,700円


これまで第8号区分は、勤続24年以下の退職者には支給しないこととしていたが、他の区分と同様、支給の対象とする。

２．施行日　2015年4月1日
退職手当の調整額とは？

現在、退職手当の額は、
【退職手当の基本額（退職日給料月額×支給率）】＋【退職手当の調整額】となっています。

2006年3月までは、退職手当の基本額が支給されていましたが、2006年4月、給与構造改革による給料月額の引下げに伴い、退職手当制度の見直しが行われました。その際、退職手当の水準を維持するために、「退職手当の調整額」が新に設けられました。
問題点
今回の提案は、「給与制度の総合的見直し」によって、退職手当の基本額である給料月額が下がることから、その引下げ分を調整額の引上げで補填しようとするものです。
自治労県職労が試算したところ、行(1)5級の最高号給で45万円、4級の最高号給で37.5万円の引上げとなりますが、現行の退職手当水準と比較すると、5級で約15万円、4級で約19万円のマイナスとなり、完全に補填できる対応にはなっていません。

逆に、7級以上の幹部職員の退職手当は、現行よりプラスになり、格差がさらに拡大します。

県労連幹事団の主張

・現行水準が維持できるよう、マイナスとなる区分の調整額をさらに引き上げるよう求める。

・2006年の退職手当制度の見直しと同様、激変緩和のため、経過措置の導入を求める。

・退職後の生活設計に影響が出ないよう、再任用の勤務条件の改善を求める。
次回の交渉は12月5日に行いますが、職員が納得できるような当局の回答を求めていきます。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































